
アイヌ墓の副葬品

1.はじめに

近年,日本列島に展開した文化の多様性が明ら

かになるにつれ,北はサハ リン･北海道 ･クリル

諸島から東北地方の北端部にいたる地域に居住 し

ていたアイヌ民族の歴史に対する関心が高まりを

見せている｡蝦夷錦や青玉といった山丹交易品,

あるいは本州の和人から入手 した各種漆器類や金

属製品など宝物 (イコロ)に代表される工芸品は,

彼らの交易活動の活発さとともに,その豊かな物

質文化の一端を垣間見せてくれる｡

本稿で取り上げるアイヌ墓の研究は,アイヌ民

族に関する形質人類学的関心に基づく初期の研究

に始まり,日本考古学でも長い歴史を有する分野

のひとつである｡にもかかわらず,初期のアイヌ

墓の発掘事例の多 くが,しばしば ｢骨探 しを目的

とした墓あはき｣と批判されるように,正 しい考

古学的手法を欠いたものであり,後年,アイヌの

墓制研究を阻害する原因ともなったことは,誠に

遺憾なことである｡

1970年代末頃からは,道内各地の開発工事に伴

う緊急発掘調査で,アイヌ墓の検出が相次ぎ,考

古学上の基礎的データが蓄積されるようになった｡

そのなかで千歳川流域の発掘調査事例に基づき,

近世アイヌ墓の墓墳形態 ･頭位方向 ･副葬品の検

討を行った田村俊之氏の報告 (田村1983)は,初

めて本格的に考古学的手法を用いて近世アイヌの

葬制に取り組んだ研究として高 く評価される｡ま

た,平川善祥氏は,道内で発掘された近世 ･近代

のアイヌ墓を集成 し,アイヌ墓に関する考古学的

知見をとりまとめた (平川1984)｡

筆者は,これまで東北地方において発掘調査さ

れた近世墓約1300基のデータをもとに,副葬品の

分析を行い,食膳具にみられる地域差や喫煙率,

近世鏡の変遷などを検討 したり,墓の構造や副葬

品の推移から近世大名の質的変化について論 じた

(関根1999,2000,2002)｡それらの分析を通 して,

近世墓の副葬品が,近世社会の経済システムや社

会構造,習俗等の問題を解明する上で,極めて有

効な歴史資料であることが確かめられた｡

関 根 達 人

北海道のアイヌ墓は一般に豊富な副葬品を有す

ることで知 られており,副葬品の種類や構成の分

析から,アイヌ社会の構造や風俗,交易の在り方

等を論 じるための有益な情報が得られる可能性が

大きい｡平川氏の集成から約20年が経過 し,その

後新たに蓄積された資料も多い｡ また,アイヌの

葬制に関 しては,古老からの聞き取り調査による

データの蓄積もあるが,考古資料との本格的な比

較検討は未だ行われていない｡

本論では,はじめにアイヌ墓の副葬品に関して

考古学的事実を明らかにし,その歴史的意味合い

を考察する｡次いで民族誌との比較を試み,考古

資料と民族誌との異同とその原因を論じる｡なお,

本稿は,2003年 5月25日,日本大学で行われた日

本考古学協会第69回総会において研究発表 した分

析 (関根2003b)に基づくものである｡

2.研究の方法

①中近世アイヌ墓の抽出方法

中近世アイヌ墓の抽出には,墓の時期の特定と,

被葬者が ｢アイヌ｣か ｢和人｣かの判定という2

つの問題が係わってくる｡以前筆者が東北地方の

近世墓を扱った際には,専 ら墓碑に刻まれた年号

や副葬された六道銭の種類や構成に基づき,墓の

年代を特定 した｡ しかしアイヌ墓の場合,葬制の

違いから,年号を刻んだ墓碑や六道銭の副葬は期

待できない｡反面,北海道には,墓の年代の指標

となる火山灰が多数存在する｡

和人墓かアイヌ墓かという問題に関 しては,こ

れまでの考古学的,民族学的研究の蓄積から,ア

イヌの伝統的葬法は伸展葬であり,一般に豊富な

副葬品を伴うことが指摘されている (田村1983,

平川1984,宇田川2001など)｡同時期の和人が,

火葬されるか,土葬の場合にも座位ないし屈位で

あるのと対照的である(註1)｡

本論では,アイヌ墓を抽出する際に,その指標

として伸展葬を重視した｡近年の調査事例からみ

て,アイヌ墓における伸展葬自体は15世紀にまで

遡り,その時期には既にアイヌの葬制が成立 して
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いた可能性が高いと思われる｡なお伸展葬墓でも

副葬品等から判断して,埋葬年代が明治以降に下

る墓については別に近代茎として扱っており,こ

こでいう中近世アイヌ墓の年代はおよそ15世幕己～

19世紀後葉ということになる｡

以上の基準に従い,2001年 3月末までに北海道

内で諏査報告された中近世アイヌ墓を抽出したう

えで,そのなかから墓場と副葬品の対応関係が明

確な65遺跡 (図 1),計235基の墓 (表 1- 3)に

関して,副葬品の分析を行った｡

②時間軸の設定と検討項目

漆器や刀といったアイヌ墓の主要な副葬品の編

年が確立されていないこと,アイヌの漆器や刀は

いわゆる ｢宝物 (イコロ)｣として長期間伝世 し

た可能性が充分考えられること等から,本論では

あえてこれらの副葬品による年代決定を控えた｡

前に述べたように,近世アイヌ墓の場合,墓碑や

六道銭に代わって,火山灰が年代の指標として有

効である｡特に近世アイヌ墓の調査例の多い石狩

低地帯や日高地方沙流川流域では,支筋湖の南に

位置す る樽前山を噴出源 とす る樽前 b火山灰

(Ta-b:1667年)と樽前 a火山灰 (Ta-a:1739年)

の2枚の火山灰層が存在する｡特に樽前b火山灰

は,降下年代が北方史上の重大事件である寛文 9

年 (1669)の蝦夷蜂起 (シャクシャインの戦い)

に近いことから,事件がアイヌ社会に与えた影響

を考古学的に検討する際,極めて重要な指標とな

る｡本論では,Ta-a,Ta-bこの 2つの火山灰の

降下年代を基準とし,これらの火山灰との関係が

つかめない墓については,他の降下火山灰,編年

の確定している陶磁器や初鋳年の判明する銭から,

Ta-a,Ta-bとの前後関係が推定可能なものにつ

いてのみ,時間的変化を検討する場合の対象に加

えた｡なお,時間的変化については,近世から近

代への変化を読みとるため,19世紀末～20世紀中

葉のアイヌ墓がまとまった数調査報告されている

紋別市旧元紋別墓地 (73基),浦河町旧姉茶墓地
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図 1 中近世アイヌ墓が発掘調査された遺跡
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表 1 発掘調査された中近世アイヌ墓とその副葬品 (1)

遺跡名.墓境名 所在地 被葬者 Il-品

衣■Jtl狩I エ 鼻 濃労異 --i:- 零景鼻

年齢 ′l ､中柄 刀千 ∫ ■′I+

fiF井5I■事2号暮讐 礼文町雷深井何字カフカイ ? ′> 1 11
･-I . .- - ｢ 礼文町f深井何字カフカイ ウウ 1 2 1

f深井5I蝉事4号暮I 礼文町f深井何字カフカイ ′フ･て

泊JI1遍JI第1号人t fL内市宗谷珂iI廉 8JE前書 3 2 1 ー
泊JFIIJIT2号人T ft内市宗谷村iI浜 熊年 1 1
ピリ力タイ霊界 ft内市宗谷珂宗谷202 ′フ? 1
オンコロマナイ貝JfgtI1 稚内市累谷村iI廉 成人 I 1 1

オンコロマナイ艮JZ壌)3 ft円市帯等珂II来 成人 ll 2 111

内JllgtJT4号人t -lLJ-≡.∫ ?つ
内allqt事事5号人書 名:■市BjE 成人 1 ,
内JIgt暮事6号人7 名書市Ejjt れ年 1 2
一■沢:■J■事19地点 粧Bq市斉Jl町2 30Jl代 i I
1■走川口IJ■(モヨロ見守)上JT JI走市北 l条Ⅰ2丁目 成人 2 1 l ー
オンネベツ西I台地:1一■PIT4 斜里町:荘f月I地先 壮年 1
オンネぺツ西I舌地遍 JIPIT7 斜里町立fBI地先 一7′> 11 1
オンネベツ酉1台地遍辞PIT11 =;I::一二一一Hu - 壮年 1 1
オンネベツ酉■台地遍一■Pm 3 -て-==∴-二-".i- 成人 21

オンネベツ酉t台地tJ■PtT14群星町:荘fBq地先 愚年 ー1 l
オシャマップ川:1JB 科王rTJtJE 成人 l 11

廉Bqjt(j粥兼2)I■ BI斉町本月Iキ7 ′>′フ 2 1
コタンケシ:■肝Jt石暮 これ璽市牧の内105-1 成人 11
185召事二I■7-号暮 花王市1 枚 沼 市街地 ′>若年 ー 1 1
1覆沼事二I事事二号暮現王市I租 沼市 街 地 ?? 1 1I
18沼事四I■事一号I 花王市河田嶋茂尻 成人 2 1 1 1
量れ沼事四I■事五号暮 現王市fEIEZltjf尻 成人

下仁仁志Bq竪穴 7FI■ 何事町亡仁志Bq21徽 壮年 1
IJB市市II■事10号 暮 :I:,二 一 ..一 つ一フ
I JB 市 帝 I jL IT11号嘉:;一 一 .一 30JL¶t

d浄市 t I I ■事39号嘉 lJ8市帝I町4 30JL1町t 1 2
AJ8市市井iLFIT43号嘉 1■JB市▼T■r4 20-30JE 1 ー1

ノトE3II q iA-1号I 書Bq町尺Bq ウ′> 1 1 ー
/トロII甲lA-3号 ■ 書Bq町尺Bq ′>ウ 1 1 I
ノトロI遍静A-2号 暮 昔月l町尺Bq ?? ー 2 1 2 1

十JI太若月遍■土坑100 ;1tIT下5Itt 可 T 年 1 1 11

イエルカシIJF2号暮 平瀬町二A等103 40Jt前t ー1 1 4 ー1
ニ1等暮JI1号暮 平市町二JL等 壮年-I■年 19 14 Iー 1 3
二JL等:tJI2号暮 平市町ニI等 ?′> 14 20 4 I
平敬標井Il■GP-1 平和町本町35 壮年 3 11 1 1 1
平取様井I■GP-2 平市町本町36 若年 1 ー 2 32 1ー
平取7Z井J■GP-3 平市 町本町37 壮年 1
オパウシナイ1I一■GP-1 平市町本町157 16-18jL 2
オパウシナイ1JL一書QFL2 平市町本町157 ∴二 1 I 1
オ パウシナイ1I■GP-3A 平和町本rr157 ウ6I 2
オパウシナイlIJIGP-3B 平取町本町157 2-3JL
オパウシナイ1I■GP-4 平市町本町157 12-13JE 2 11 1 2
オパウシナイ1I■GP-5 平取町本町157 20-ユo代 1
TI川22IJIT2号I暮 苫小牧市TF川ー00-1 ･-●二 1 2 1 1 1
タフ~コTBIJI暮I 苫小牧市4育 ウ′> ー ー3 2 1 1 2 11
橿村B王JIII 苫小牧市井訳 庶人 2 5 11 1 2
集訳15遍JFIP-1 苫小牧市*訳 ?? 1
事々4:■■IP-121 千I市井 9々88 ?J>

共々85LJIfP-1 千Jt市7t々 1292 ′>∫) ー I
ウサクマイN:■JI事1号近世アイヌ暮 千JE市t■穂 20霊代 2 2
ウサクマイNI■72号近世アイヌI 干JL市▼趨 ′>′> 1 I 1
ウサクマイNlIrP-1A 干霊市t■趨 ? ･●二 1 11
ウサクマイBI辞書1号アイヌ■ 千JL市t■麓62 ′>′> 1

I)サクマイBIJIT2号アイヌ暮 干Jt市Tヰ62 成人 1 1 1 111
ウサクマイBI跡T3号アイヌ暮 干JE市¶JI62 ■年 1 2 1 1 1
ウサケマイB.C1も点AP-2暮I 千JL市▼穫 ′〉9JE¶t t 1
ウサケマイB.C地点AFL13暮徽 千JL市T趨 成人 I 17 1 1
ウサクマイB.C地点AP-14暮I干JE市 T JI 成人 1 13 1 I
ウサクマイB.C地点CP-1II 千JE市 ー■ 浬 ∴-. 11 1 2 1
7t川3IJIJP-1 千JL市 現 構 ′フ I:.-. 11 21
1川8I■1p-481 千JE市祝 糟 ?壮年 1 2
7t川3IJP190 千JE市況74 ?壮年 1 3 2 1
末広I■lP-1 千JE市中央 庶人 1 11 3 1
末広遍JFIP-2 干JE市中央 ′>青年 I 3 1
末広I胃lP-3 千JL市中央 成人 3 1 8 I
末広遍■lP-14 千JE市中央 成人 1 38 1 2
末広遍l■一p-BOA 千Jt市中央 庶人 ー 1 2

禾JZ;遍JF暮p-30B 千Jt市中央 庶人 ー 1 ! i
末広I■lPL45A 千JE市中央 ?成人 1 1 】
末広IJIIp-45B 干JE市中央 ′> ;I 1 1 10 1
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貫り葬晶の詳細 備考 文献章JHt鶴千玉 鶴 その他

IみIh1 8i1t■1 常はT群馬鞘 内山ほか一〇〇9
2号暮の下で撲出 内山ほか1999

ー 4 r T r ∴.-.. 17cJ5一打書手小皿ー 内山2㈱

1 赤濠憂角生ー 内山20W

REll 佐書1864

21【 8F1 大I.大井1973
80 大I.大井1973

携1吊耳三足Bt嘱1 六 I.大井1973

34 II上Tに焦土Jf(l免火?) 河野.催事1963
)徽上書に焦土Jf(l先火?) 河野 .佐幕1983

轟I上JTに沃土Jf(l免火?) 河野.催事1963
棉1 嘉饗上JIに沃土Jf(l免火?) 河 野 .佐JF1963

松下,三8ほか1975

1 】1 鷺永iLT1 米村1950■刀ー 松田1993
1 太刀1小柄ー 1739年以前 松 田1㈹3

1 1739年以1打 松 田1093
it書1不明弄昔1吊耳秩1■1 ,-二.二 松田1993

1 吊耳eJL1 再47I? 松田1993
早斉秩ll 松81995

2 柿1 耳1■りの下から茸状のIみ顎(fキナj) I原.湧坂1981
2 太刀1■刀ー 需田ほか1971

2 409 16 -I萌1内耳秩1■1 円元jLT2北宋ft10明84 川上19糾

児玉.大I1956
2 軍政3年押下火山灰の下(1858年以前) 児玉.大I1956

1888年以前 児玉.大書1956

児玉.大11958
穂gt産兼軒店利一 Meal(■一阿事古事1火山灰)の上(1785年以降) T永.三7Bほか1965

石川1984
石川1994

吊耳三足秩11 石川1994
2 49 54竹裏f玉8 JF82北果鼓31全土1明艶20内耳秩■1 石川1紬4

軽1不明焦果晶5 石川1994
gl1 山本1984

携1 山本1984
山羊1984

辛1 Ta1)の上(1887年以降)のMe-さを切る 石7tほか1975
ホ-タン状1I状1 小札1刀柄1暮金A1 Ta-bの下(1667年以前) 川内ほか1990

l t先1 T●-bの下(1687年以前)暮覆穴あり1と書は暮事外 IJT.fE中1989

早柄 は矢柄? Tか七の下(1687年以前) EZ]中ほか1886

li 甫1 Ta-bの上(1667年以Ft) 弄円.長田1899
lil2 丁4--bの上(ー887年以降) 斉円.長田1999

Ta-bの上(ー687年以拝) 費用.長EZ]1999

fT3#2 8i2 T計七の上(1867年以拝) 森岡.長田1997
fT1 塀I Trbの上(1667年以l■) 蘇円.長田1997

萌2 Ta-bの上(ー667年以幹) 森岡.長田1997
T合一bの上(1667年以拝) 森掃.長田1997

一一15 42 Trbの上(1687年以降) 森岡.長田1997
T山 の上(1867年以肝) 弄円,長田1897

T一七の上(1867年以拝) jE辺.育夫1982

2 l■1零1嘉祐iLT1洪瓦iT1 】多田1967

▲■■▼ Ta｢Cの上 佐jIほ か1995

1 Trbの下(1667年以前) 熊谷.幕 井 1 9 8 8

内耳三耳焦嘱1 Ta-bの下(1687年以前)暮構穴あり 千3Eほか1984
1 Traの下(1739年以前) 右肘1977

鋼1 Ta-aの下(1739年以前) 右肘1977
I1内耳三足恭一■1 TJ-AのT(1739年以桐■) fI市ほか2001

工事中発見 太刀はgL存せず鐸のみ 中田.右肘1974

火口入れ1 fF1 中田.右肘1974

弔1 T■-aの下(1739年以前)内針は袋に入った状腰で出土 中田.右肘1974
I1 Tar-AのT(1739年以Tq) 酉≡t寺ほか1979

I1シZI甘I矢柄17 Ta-aの下(1739年以前) 西it寺ほか柑79
シカ甘辛矢柄13 T書-iLの下(1739年以Tg) 酉iE寺ほか1979

■1萌1 Ta-aの上(1739年以l■) 酉I寺ほか1979

嘱2 T暮-aの下(1739年以前) 大谷.田村1988

I2 Traの下(1739年以前) 大谷.田村1986
胃1小孔3 Ta-aの下(1739年以前) ■大等 .EEl村1986

i1需2 Traの下(1739年以前)吊耳三足8嶋1 .大谷.田村1982
1 272 ■1皿1天日台1 Ti-aの下(1739年以前)吊耳三足Ctt 大谷.田村 1○82

gi5皿1 T■-aの下(1739年以前)吊耳三足焦■1 大谷.EEl村1982
2 生1I1 Tt-&の下(1739年以前)f8中 柄 と 雷 鴨 合計36 大谷一田村1982

I 生1Il Traの下(1739年以前) 大谷.田村1882
T■-aの下(1739年以甘) l大谷 .田村1982

II品2 T書-Aの下(1739年以前) ;大谷.田村1982
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表 2 発掘調査された中近世アイヌ墓とその副葬品 (2)

遺跡名.墓境名 所在地 被葬者 ■lA-JT.

E書JL 狩れ 工 JL A労Jt 暮8▼ It鼻

年齢 IJ ∴中柄 刀千 刀 J ∫ ー′

末広jLJIIp-52 干j■市中央 罪人 1 1
末広:tl■lp-53 千JL市中央 一■フ雷年 1 24 1
末広)■lp-54 千霊市中央 ?? 1 27 1 3 1 1
末広IJIIp-58 千徽市中央 ′>息■JFI 11 1
末広I■lp-59 千I市中央 ウ ′>

末広玉野lP1氾 干■市中央 ?成人 1 2 8 1 1

末広1■lp-84 千義市中央 ′>′> 2 1L

末広遍幹IFL81 千義市中央 若年

末広I■lP-111 千義市中央 定人 2 1 I

末広IJ■lP-1ー4 千JL市 中央 成人 1 I 2 1 2 1

末広I書lP-122 千JL市中央 ′フ′> り

末広遍跡lPL125 千■市中央 ?看～丁年 1 2 1
末広遍JF(■)lP-119 千JL市中央 ?幼児 1

末広I■(秩)lP-125 千霊市中央 壮年 JI 11 ー2 1

キウス5貴書UP-138 千鶴市中央 壮年 ー !i lI
オサツト-1IJ■P-1 千鼻市中央 ?? i 1

ユ力ン本IシC1SI 拝lAP-2 千JE市長辞 ′>? 1
オサツ2IJFQp-A 千jL市I8 ? 一7 I
オサツ2遍JIGp-a 千JE市長8 一?■フ 3 11
ユカン本ーシE3遍蝉B事100.号土I 幕JE市 戸書453 ?一7 3 2 1
カリンバ 2I■TⅣ地点AP-1 書JE市千金95 ? ウ 1 2
力リンパ 21 幹事Ⅳ地点AP-2 貫JE市雷金95 ? ′> 2 2 ー
カリンJて2IJBTⅥ地点AFL3寺JFE市千台95 ウ ? 1 ー
刀リン′ヽ2-rFー■Ⅵ屯息AIJ-I JBJB市1■‡85 r7r7
カリンバ2貴書雫Ⅵ地点AP-5 書JE市十全95 ′>r> 1 ー 2 35 1中A松5貴書近世暮 意JE市 中 JL松 I:I 1 3 1 1 1中島松71静AP-1 慧JE市 中島松 壮年 1 1ー 1JL松7I■AP-2 貫JE市中島松 ■>′つ

元江BqlIJF近世アイヌ嘉 江別市元江Bq ′フ′> .1 1 1
K489遍■事1号ビット 札幌市北区書昏1条10丁 ′>ウ 1 1
K499jt幹事2号ビット 札t市北区書Jfl条10丁 ? ′フ 1 ー 1

K501遍J■T五号土雷 札I市北区書跨町上書籍 J?ウ 1 I 5 1

K503IJIT一号土書 札幌市北区書J8町上書浄 ウ? 1 3 l 1 1
大川:■■GP-1 余市町大川町 皮人 1 ー 1 3 12

川IBFGP-3 余市町大川町 成人 l 1 I 3
大JH量跡GP1 余市町大川町 ウ尽人 1 I ll
大川竃一■GPJ 余 市 町大川町 ウ庶 人 1 千
大川遍JIGp-9 余 市 町大川 IT ?? 1 1
大川遍JBGP-18 余市町大川 町 ウウ
大川:■静GP一l5 禾市町大川 町 ∴二 3 1 I ー
大川I幹GP16 余市町大川 町 成人 1 1 I

大川遍跡GP-108 黄市町大川 町 ′?? i

大川 I■GP-379 ?? 1 l1
大川:■JBGFL453 余市町 川 II成人 1 2L11 1 1

大川遍静GP-600 余市町大川町 ?? 1 l1
大川IJIGPLP 8 余市町六川町 成人 1

大川遍騨GP-813 余市町大川町 ′フ′> 1 ｢ 1
大川遍騨GP一一843 余市町大川町 ?′> lJ

大川遍跡GP-851 余市ーr大川町 ?つ 1

大川竃Il(1999)P6 余市町大jHTT ?㌔? 1 1

大川遍騨(1999)P8 余市町大川町 一■>? 1 1 lー
:六I遍AF(1999粁10 余市町大川町 ′>′> ーl 弓1 1
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アイヌ墓の副葬品 (関根)

副葬品の詳細 備考 文献亨JrJt網千玉 鐘 その他
Traの下(1739年以1町) 天等.田村1981

T■-JLの下(1739年以前) 大谷.田村1981
1 fTlfII1■1 Traの下(1739年以前) 大谷.白河1982

T■-aの上(1739年以拝) 大谷.田村1981
Traの下(1739年以前) 大谷.EElfT1981

層1小札2 儀は*最1チシマゲサ零7Ta1の下(1739年以前) 大谷.EEl村1982
Traの下(1739年以1町) 大谷.田村1981

1 祥符元呈1 Tさ-AのT(1739年以一打) 大谷.田村1981

1 太平iL呈1lI1 TJrlLの下(1739年以前) 大谷.田村1982

Ii T■｢さの下(1739年以前) 大谷,田村ー881
T書-AのT(1739年以甘) 大谷.田村1982

吊耳三足8角1 Tar-AのT(1739年以前) 大谷.田村1981

2 4 ll 生1手3 TrAの下(1739年以前)内朱外鼻額 大谷.田村1982
裾1 T暮-aの下(1739年以前)内果外JL寄 大谷.田村1982

生1構1 Tさ-aの下(1739年以前) 大谷.EZl村1982

1 元祐iL王1 T■-AのT(1739年以前) 大等.EB村1982
欄2 Ta-AのT(1739年以前)内JL外朱書 大谷.田村1982

吊耳三足8鋼1 Traの下(1739年以前) 大谷.田村1982
顎1 Traの下(1739年以前) 田村1885

Traの上(1739年以l■) 田村1985
%T12 T■-aの下(1739年以1打) EEl村1985

Tさ-Aのt下(1739年以前) f川ほか1997
fF状B曇晶1 千Xほか1984
捧状8畏品2 内耳鼓JL1(-文字遍ロ) 斧と鉄tは暮I外 千…■ほか1○糾

2 Tさ-AのT(1739年以前) 西田.三浦.井本1999
内耳鉄鋼1 T一一aの下(1739年以前) 西日.≡;1.林木1999

▲■ 専一 Ta-AのT(1739年以前) 三浦.tEEl.井本1995
書2 Tさ-AのT(1739年以前) ≡;I.書田.8本1995

T■-AのT(1739年以前) 上里.催jI1992
T〇一aの下(1739年以前) 上里ほか1998
丁■-■の下(ー739年以前) 上里ほか1998

T書-AのT(1739年以前) 上里ほか2000

4 270 手4■1白書小皿3 T書-aの下(1739年以前)白壕は16世だ 上JEほか2000
零ー TaJ1の下(ー739年以前) 松等1989

T書-aの下(1739年以前) 上里1988

Traの下(ー739年以前) 上JE1988

雷先1 額(内外朱見込JLでfFI粧)1 T〇一aの下(1739年以前) EI書真幸ほかー981
出I,羽11899

出I.羽Ⅰ1998
書1 TrAの下(1739年以前) 出I1999

;,.;-.:.-. Tar-Jの下(1739年以前) 出讐1999

宇1 T一一aの下(1739年以前) 出I1999
Ta-&の下(1739年以前) 出I1999

網tjl1 Ta-aの下(1739年以前) 出I1999
萌1 T一一iLの下(1739年以前) 出讐1999

罵1 T■-aの下(1739年以前) 出I1999
金糸 ■1萌2 IL2000I

■1 乾200cc
55 コイル状焦I品 ≡ 書見状.雷事状カうス玉 なし雷有美JL

なし雷有美見

】 乾2000C
漂書書覆不明朱色 なし雷有美見

なし雷看実見なし雷看実見

2 r 乾2000C

なし雷看実見

1 不明鞍I晶1 なし雷看冥JL
1 l ▼玉 なし雷看異見

暇20004

乾2000■
鴨20WA

2 笹軽電利一 ▼王 なし雷有翼鼻

fE2000a
2 252 45 JF1北宋37明7 乾20004

420 27サメ曹15社食Jt2 Jr1兆果24明2 乾2000■

】 なし事有美JL
大半が覆乱されている なし雷舌冥見

2 GP-851より古 乾2000b

l 81 GP-850より砺 乾2000b

舟一一1 鞘1 安西.l一■.乾2001
萌2 欝の1点は蒔輪 安西.■暮■.乾2001

2 I -l 耳覆不明 安西.I『.乾2001
1 ▼玉 安西.l■■.■E2001

l 甫1 軍西.Ill.幣2001
安西.■■JI.乾2001

梶1 津零は蒔絵 安西.円『.jR2001
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表 3 発掘調査された中近世アイヌ墓とその副葬品 (3)

遺跡名.墓壌名 所在地 被葬曹 ■1■-血

質響鼻 狩猟 工 具 ■ 濃労鼻 震響琴 JI#Jt

年齢 ′l -中柄 刀千 ノ I 一 要

天川:1-(1999)P38 宋市町天川町 ′>J> 3 1 4 2 1

入舟遺跡GP-2 余市町人舟町 熟年 1 ー ー 11 1

入舟遺跡GP-3 余市町人舟町 ウ? 1
入舟遺跡GP-5 余市町人舟町 ′7 ー 1

入舟遺跡GP-8 余市町人舟町 壮年 1 2 1

入舟遍跡GP-7 余市町人舟町 ?′> 11 1

入舟遺跡GP-8 余市町人舟町 壮年 l 1 1 1l I 6 11 1

入舟遍跡GP-9 余市町人舟町 一つl壮年 1 1
入舟遺跡GP-10 余市町人舟町 壮年前半 1 1
入舟遺跡GP-ll 余 市 町人舟町 ′>? 1 1 1
入舟遍跡QP-12 余市町人舟町 一, 1 1 2 1

入舟遍跡GP-13 余市町人舟町 壮～愚年 1 1

入舟遍跡GP-14 余市町人舟町 ′>′> 1 ー 1 1 3 11 1
入舟遺跡GP-15 余市町人舟町 熟年後半 1 1 1 'l 1 1

入舟遺跡GP-1S 余市町人舟町 社年前半 1 1 3
入舟遺跡GP-17 余市町人舟町 ウ8JE前徴 1 1
入舟遍跡GP-18 余市町人舟町 ′フ′フ 1 8 1 1

東山遺跡昭和31年度第2号 誉内町東山 老年 l Ii
貫山遺跡昭和32年度雫2地点 岩内町東山 成人 1 1 11 1
I株1遍#4号土讐墓 泊村大軍堀裸荷 一フ′フ 3

覇株1遍跡5号土徽暮 泊村 大事堀株村 J>I? 3l ー 4
堀株1遭跡21号土響Ⅰ 泊村大軍堀 株 村 ′>ウ 1 3

堀株2遺跡13号土饗纂 泊村大 字 堀 裸 村 ′フ? 1 1 11 4 1
葛株神社遺跡Pk12 泊村大軍 堀 裸 村 8JL前後 ー ー 2
場株神社遺跡Pit14甫欄 泊珂大平堀 株 村 tOJE 1

場株神社遭計Pit14北馬 泊村大軍堀株村 8義
裾株神社遭JIPk18 泊村大軍堀株珂 ?′> ー

欝響遍跡第一号人骨 寿響町朱大川左犀 成人 1

蕎響遺跡第二号人骨 寿都町朱大川左岸 成人 1

朱大川右岸1濃膿第1号Ⅰ 欝響町場犀町浜中4 一,′> 2 11 3

朱大川石犀1遺跡第2号Ⅰ 欝那町糟犀町浜中4 ■̀>r> 1 I I
濃 田内チヤシB-6区見JI中 濃欄町需川 ′>4薫 1

帯川2遺跡第1号暮 濃欄町爾川 ? ′̀> 2 1 l i 1
需川2遺跡雫2号嘉A 濃qI町需川 一■>′> 1 1 1

甫川2遺跡雫2号纂B 遍欄rT需川 ∫?′フ 1 ll ー
甫川2遺跡雫3号嘉 濃禰町爾川 一一>′> 1 1 6ll 2
需川2遺跡雫4号Ⅰ 濃欄町爾川 ′>′> ll 1 1
甫川2遍跡第5号纂 濃禰町需川 ′>′> 2 1 3 4
爾川2遺跡第6.号纂 濃欄町需川 つl′フ I 1
南川2遺跡幕7号纂 濃欄町爾川 I?′フ 1 1 1 1

需川2遺跡幕8号嘉 濃欄町需川 ′>? 2 2 1
胃川2遺跡雫9号纂 濃欄町需川 ′>ウ 1 1 1

需川2遁辞雫10号I 灘欄町需川 ′>一, ll 1 14 i
有 珠曹光寺遍静UBlgt嘉 伊jE市有珠 ? 1 1 1 1

有 珠青光寺遍静UB2墳墓 伊運市有珠 成人 l
有珠雷光寺遺跡UB3墳墓 伊壬市有等 ∫?′>
有珠替光寺遭鯵UB5墳暮 伊達市有珠 ′■> 2 1 1 1
有珠雷光寺遺跡UB8gt嘉 伊婁市有珠 ′> 1 1 1 4

有珠青光寺遭JIU1号人骨 伊運市有珠123 ー8-20義
有珠雷光寺遭JFU2号人骨 伊壬市有坪123 熟 年 1 1 1 2
有珠青光寺遺跡U3号人骨 伊連市有珠123 ■̀>10-12義 1 i 1 1 4 1

有珠青光寺iLJBU4号人骨 伊jL市有等123 !艮年 1
有珠B遺跡米量地区1号人骨 伊壬市有珠4区 成人 1 1 1 1ー 1

ボンマ遍跡1号嘉 伊壬市岡有珠町45 30-40鳶 1 7 2 1 2 5 1

璽¶絵鞘遺跡A地区壌嘉13号 重¶市絵柄Pr313 ′>若年

璽¶梅軒貴職A地区qt嘉14号 璽下市綜順町313 成 人 2 9 1 1
ユウラツ71■地No.24 八璽町内清町 成人 1 1 1 1 1 1
ユウラツフ~暮堆N○.57 八璽町内漕町 成人 】 11
ユウラフT嘉地NO_68 八霊町内清rT 成人 1 1 1 1 1

ユウラ'}フー暮地No.85 八霊町内濡町 成人 11 1 ー 1 1 1

ユウラブT嘉二輪No.98 八雷町内漕町 成人 1 1 11 ll 1 1
ユウラ17-嘉穂N○.110 八蔓町内濡町 成人 1 11 1 12 1

ユウラブTⅠ地No.117 八霊町内清町 成人 11 1
胃雫町遺跡1号暮 霧町軍曹雫町 熟 年 1 1 1 2

胃雫 rr量静2号Ⅰ 霧町芋I雫町 壮年 1 4

yl畢 町遺跡3号暮 霧町亨胃亭町 熟 年 2
臼尻 B遺跡第5号土I 需事市町臼尻325 成人 1r 1 1 1 1
白尻 B遺跡第6号土徽 需 茅静町目尻325 l>小児?
書 手 川 1遺跡需1号暮讐 戸井町慣町 ? ? 2 3 ー 1 1

札苅遺跡2号土饗暮 木古内町札苅 ? ? 1 4 1 lー 1 3

久末量数量跡2号暮I 上ノEZI町上ノEF212 ∫?成人 1 1 1 1l 1

貫王山gtⅠ欝 Ⅰ区幕116号嘉 上ノtZl町JI山386-2他 ウ I? 2 l
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アイヌ墓の副葬品 (関根)

副葬品の詳細 備考 文献讐身鼻絹千王 鐘 その他
= 安西.岡■.市2CN)1
濠罵1 岡EZl.冨1999

岡田.冨1999
岡EEl.冨1999

2 弄盆1兼帯1 Fq田.冨1999
岡田.冨1999

2 5 行暮1 岡田.冨1999
岡田.官1999

2 骨角響1 兼零1 岡田.冨1999
岡EE.冨1999

1 兼帯1文鐸1(1668年以降) 岡田.晋1999
濠零1 岡田.冨1999

J81濠裾2 同日.冨1999
濠零1 岡田.冨1999

Jr1才禰2 岡田.冨1999
濠零1 岡田.冨1999

4 行書1濠盆1 岡田.冨1999
膿1濠零2 高 台寺蒔絵を含む 岡田.冨1999

胃 農 葬 木 棺 大嶋 .梶井1958

: .: f I 最 葬 木 棺 大場.綱井1958
河野.小堺1992

JI.蕎皿.欝.葦各1 河野ー小1■1992
河野.小鐸1992

河野.小堺1992
木村ほか1996
木村ほか1996

1 斬鷺永1(17(泊年以降) 木村ほか1996
木村ほか1996

2 小柄ー菊花双I徽1 第三～九号人骨は詳欄不明 大場.I遍.金子1963
大嶋.禰遍.金子1963

需2(蒔絵)幕杯1(蒔袷) 内山1985
内山1985

敵嶋 峰山11980
163 8 末葉1欝亨元呈1書名鉄6 責玉6トンホー玉2丸王12平玉143 田静.EEl村1985

1 202 罵1九三一5平玉187 田静.田村1985
田輝.田村1985

45 fTl鋼製根付?1 小柄1需一丸玉2平玉43 EEl静.EEl村1985
126 鋼製円板(シトキ)1 ミカン玉3丸王3平玉ー20 吊耳鉄鋼1 田静.田村1985

1義?1欺t2fT?ー 祥符元呈1小札1 貫白色火山灰の下(1741年以前) 田帯.ロ村1985需1 貫白色火山灰の下(1741年以前) 田馨.田村1985
玉野Or根付1 胃1 責白色火山灰の下(1741年以前) 田帯ー田村1985

1 吊耳鉄鋼1 貫 白 色 火 山灰の下(1741年以前) EZl堺.田村1985
貫白色火山灰の下(1741年以冊) 臼帯.臼村1985

鼻■一石叢剥片6 貫白色火山灰の下(1741年以前) 田苛.白河1985

舟釘 U8-b1の下(1882年以前)でUS-b2の上(ー663年以降) 峰山1粥5
U㌻七1の下(1882年以前)でU6-b2の上(1663年以降) 峰山1965

U8-b2の下(1663年以前) 峰山1965

舟釘 鉄ー不明金臭1縮1 U8-b2の下(1663年以前) QLIJ1965

鉄1不明全集1鉄片.&3Jf1 US-b2の下(1663年以前) 峰山1965
広遍1963

震角製鋼突鼻1fT2 U6-C2の下(1611年以前) 広濃1963

1 I 釘1 U8-C2の下(161ー年以前) 広i■1963

Traの下(1739年以前) 広ま1963

l】 冨下1971
盆1需1 U8-b2の上(1663年以降)でTraの下(1739年以前) 雷野¶1999

2 根付ー 角藍1 大嶋.溝口1971

1 ■2 雷撃玉40正隆元雷1不明叢1 大嶋.溝口1971

iI 骨襲構付1饗分ビン1丸盆1 大場.溝口1971
1 Jl臥位埋葬 児玉ほか1936

1 Jl臥位埋葬 児玉ほか1936
I Jl臥位埋葬 児玉ほか1936

JF臥位JZ葬 児玉ほか1936

l 船釘 霞臥位】1葬 児玉ほか1936
2 船釘 JL臥位埋葬 児玉ほか1936

ー Jl臥位JI葬 児玉ほか1936

梶1盆1 KO-dtl下(1640年以前 )近くから16世記中の雷雀榎 JF田I1985

需3盆1 K〇一dil下(1640年以前 ) ■田『1985
需1套1 KcrdtE下(1640年以前) JF田11985
雷杯1 小笠原ほか1978

橿物の冥 小笠原ほか1978

董1 古里敷1995

霊1 ーl敷1杯2 嘉構 穴あり大刀の肇具をはすしている 野村ほか1974
1 木棺 の轟跡 17世だ初環以前 松嶋ほか1998

1 木棺 の濃跡 松嶋ほか1998

2 太刀2■刀1需2 K〇一dの下(1640年以前)マウント~二体合 葬 松嶋.松tZl2001
太刀1腰刀ー マウントー 松嶋.松田2001
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(29基),えりも町新浜遺跡 (12基)の 3遺跡114

基のデータもあわせて,主要 5品目の副葬率を比

較検討 した｡

地域性は,調査件数を考慮 し,道北 ･道東 (17

遺跡39基),沙流川流域 (5遺跡計13基),千歳 ･

恵庭周辺 (17遺跡計64基),余市 (大川と入舟の

2遺跡計49基),道南 (19遺跡59基)の 5地域に

分け,主要 5品目の副葬率を比較検討 した｡

被葬者の性 と副葬品との関連性は,各報告書の

形質人類学的検討結果をもとに,主要10品目に関

して追求 した｡235基の近世アイヌ墓のうち,人

骨から被葬者の性別が判明している墓は102基(約

43.4%)で,その内訳は男性墓44基,女性墓58基で

あった｡

3.分析結果

中近世アイヌ墓における最 も普遍的な副葬品は

刀子であり,約63%の墓に納められていた｡次い

で多いのが漆器(53%)で,太刀 ･腰刀(37%),檀

管(20%),鉄鍋(14%),山刀(13%),首飾 ･玉類

(13%),耳飾(11%)が続 く (図 2)｡他には,矢

(鍍 ･中柄),矢筒などの狩猟具,鈎錆,錆,釣 り

針などの漁携具,蛇,鎌,針,針人 といった工具

類,鍔や小柄をはじめとする刀装具,鎧の小札な

どが少数みられる｡ 本州の中近世墓において,六

道銭として最 も普遍的な副葬品である銭の副葬率

は,中近世アイヌ墓では僅か0.4%に過ぎず,首飾

(クマサイ)の部品として用いられていた可能性が

高いものばかりである｡

【時代的変化】 (図 3･4)

年代の指標を,1667年,1739年のどちらに求め

るにせよ,全体 としてみれば,時代が下るに従 っ

てアイヌ墓の副葬品が貧弱になることが明白となっ

た｡特に刀子,太刀 ･腰刀や漆器の副葬率の低下

は顕著で,なかでも太刀 ･腰刀は近代のアイヌ墓

へはほとんど副葬されることがない｡煙管は,18

世紀代に増加 し,近代に入ると減少する｡ 一方,

鉄鍋の副葬率には目立 った変化がなく,常にある

程度墓に納められ続けていたようである｡

【地域性】 (図 5)

先に設定 した5地域を,主要 5品目の副葬率の

パターンにより,道北 ･道東,沙流川流域と余市

周辺,千歳 ･恵庭周辺と道南の 3グループにまと

めることができそうである｡ 地域性に大きく係わ

ると予想される副葬品は,鉄鍋と煙管であり,沙

流川流域や余市周辺では,他の地域に比べ煙管の

副葬率が高 く,逆に鉄鍋がほとんど副葬されな

い (註 2)｡

【性差】 (図 2)

女性墓にのみ副葬される品としては鉄鍋がある｡

反対に太刀 ･腰刀は男性墓への副葬率が高いが,

女性墓に全 くみられないわけではない｡女性墓で

は鎌や蛇の副葬される比率が男性墓に比べ高いが,

同じ刃物という意味で,それらの鎌や蛇が太刀 ･

腰刀の代わりをしていたとも考えられる｡

刀子,漆器,煙管,首飾 ･玉類,山刀に関 して

は特に男女間の副葬率に顕著な差異は認められず,

共通 した副葬品であった可能性が高い｡

4.考察

①主要な副葬品とその意味

【小刀 (マキリ)】

前述の通 りアイヌ墓に最 も普遍的な副葬品は,

マキ リとよばれる小刀である｡ 刃部の長さは10cm

前後のものが多い｡副葬率は男女間で特に差はな

く,全体の 6割を超す墓から出土 している｡10歳

未満の小児を除 くと副葬率は7割近 くにも達する

ことから,ほとんどの成人が必携 していた可能性

が高い｡ 1基当たりの出土数は 1点のものがほと

んどであるが,2-4点出土する例も散見され,

樽前 b火山灰の下位に位置づけられる平取町額平

川2遺跡 6号土坑では14点 ものマキリが副葬され

ていた｡

マキ リの副葬率は,近代に入ると急速に低下す

る｡ マキ リは炊事から木材の加工まで何にでも使

える道具であるが (萱野1978),特にクマ ･シカ ･

アザラシなどの毛皮や干鮭などの生産には不可欠

とされる (佐々木2001)｡マキ リの副葬率が急速

に下がる背景には,伝統的な生業の解体という近

代のアイヌが辿 った歴史的経緯があろう｡

【漆器】

マキリに次いで副葬率が高いのが漆器である｡

アイヌが漆器を好むことは良 く知 られているが,

実際,半数以上の墓から漆器が発見されている｡

東北地方の近世墓からも比較的多 くの漆器が出土

しているが,それでも副葬率は1割弱に過ぎず,

アイヌ墓の比ではない (関根1999)｡また東北地

方の近世墓にはアイヌ墓と異なり,碗を主とする

一 46-



アイヌ墓の副葬品 (関根)

flJ葬串(I) □ 全体(235墓)口 男性(44墓)田 女性(58墓)

刀子 漆器 太刀･腰刀 煙讐 鉄鶴 首飾･玉 山刀 耳飾 鎌 虻

図2 中近世アイヌ墓の副葬品 (上位10品目)
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図3 副葬率の変遷 1 (上位 5品目)
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図 4 副葬率の変遷 2 (上位 5品目)
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図 5 中近世アイヌ墓の副葬品にみられる地域性
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陶磁器が しばしば認められるが,副葬率は漆器よ

りも低い (関根前掲)｡アイヌの漆器は,単に日

用飲食器に止まらず,酒造 りとそれに伴う儀礼の

為の宝物という側面が強調されることが多い｡副

葬された漆器のうち形状の判明するものは,出土

点数の多いものから順に,椀 ･杯類 (107点),膳 ･

盆 ･御敷類 (30点),高杯,皿,行器 (以上各 2点),

天日台,鉢,蓋 (以上各 1点)となる｡

数は少ないものの,酒を用いた儀礼の際に使わ

れるタカイサラに相当する天日台や高杯,宝物と

して大切にされていた可能性の高い行器(シント

コ)が含まれている点が注目される｡ アイヌ語で

オッチケと呼ばれる膳 ･盆 ･御敷類は,酒を用い

た儀式の際,イクパスイをのせた トゥキとタカイ

サラや供物を並べるのに使われる｡アイヌ墓から

出土する膳 ･盆 ･御敷類は,ほとんどの場合,梶

や杯を伴っている｡それらは本州の近世墓に見 ら

れる日常飲食器としての漆器や陶磁器と異なり,

極めて儀礼的な意味合いが強いと考えられる｡

近年アイヌの漆器に関 しては,考古資料を踏ま

え活発な研究が行われるようになった (北海道開

拓記念館1998,北野2002a･b,田口2002,乾2002,

田村 ･小野2002,古原2002)｡漆器の自然科学的

分析を手がける北野信彦氏によれば,余市町大川

遺跡,同人舟遺跡,礼文島香深井遺跡など日本海

沿岸地域 (｢海の民としての近世アイヌ社会｣)

のアイヌ墓から出土する蒔絵漆器には高度な技術

を用いた優品資料が多 く,地塗 りも多層塗 りが比

較的多 く兄いだされるという (北野2002a)｡そう

した優れた漆器は,まさにアイヌが宝物 (イコロ)

として大切に扱 っていたものであり,それらの一

部が副葬されたと考えて良いであろう｡

【刀】

マキ リ･漆器に次 ぐ副葬率を示すのが太刀 ･腰

刀などの刀 (ェムシ)である｡副葬率は男性墓で

は6割を超 し,女性墓でも1割強,全体では4割

弱の墓に副葬されていた｡刀剣類の副葬率として

は,古今東西を問わず,極めて高い数値といえ大

変注目される｡ アイヌの刀,すなわちェムシは美

しい装飾を有するものが多 く,一般には刀身より

も拓を重視 した宗教儀礼用の装飾品と解されてい

る｡ 確かに伝世 したェムシの刀身は,刀の形をし

た木や真鎗刀,あるいは鉄製ではあるが鈍い錆刀

がほとんどであるが,だからといってその武器と

しての側面を全 く否定 してしまってよいものだろ

うか｡アイヌの刀を ｢切れない刀｣とする見解は,

主として伝世品や聞き取 り調査から導き出された

ものである｡ アイヌ墓から出土 した太刀 ･腰刀の

詳細な検討は現在行っている最中だが,今回太刀 ･

腰刀としたものの大部分は,焼入れの有無などは

確認できないものの,鉄製の刀身を有 しており,

その点で伝世 したエムシとはやや異なっている｡

また,それらの多 くは切先 ･茎両反 りで,身幅は

広 く平造の所謂 ｢蝦夷刀｣であるが,それらとは

明らかに異なる縞造の日本刀も含まれている｡ 日

本刀が副葬されたアイヌ墓は,千歳市末広遺跡の

IP45-Bと同 じくⅠp-84の 2基で,いずれも樽前 a

火山灰の下から検出されている (註3)｡

一方,中近世アイヌ墓の中には,刀身そのもの

は見当たらないのに,鍔 ･目貫 ･小柄といった刀

装具だけが残されているものが 9例はど確認でき

た (表 1参照)｡ これらはおそらく木製の刀身に

伴っていたと考えられ,刀身部が腐って失われた

結果,刀装具だけが残されたのであろう｡ 近代の

アイヌ墓として今回取 り上げた元紋別墓地 ･旧姉

茶墓地 ･新浜遺跡では,前述の通 り,太刀 ･腰刀

は全 く副葬されていなかった｡ しかしそのなかで,

明治17年頃から昭和23年頃までモッペコタン居住

者の墓地として利用された元紋別墓地では,73基

中 9基の墓から鍔が出土 している｡ これらの墓で

は鉄の刀身や他の刀葬具類は全 く発見されていな

いため,おそらくは伝世されたアイヌ民族資料に

よく見 られるような,鍔のみが金属製で,飾金具

を一切持たない鞘 (それらは木製でしばしば精巧

な彫刻が施されている)に木製の刀身を収めたェ

ムシが副葬されていたものと推測される (註4)｡

副葬品か ら,17世紀以前のアイヌの刀は,日本

刀を含めて鉄製の刀身を有 しているものが多かっ

たが,18世紀頃にはほとんどが平造の所謂 ｢蝦夷

刀｣や真鎗刀,あるいは木刀,刀身を持たず柄と

鞘を木片で繋 ぐものとなり,近代以降は ｢蝦夷刀｣

や真鎗刀さえも墓に副葬されないような状況となっ

たと推測される｡ アイヌの刀は,利器としての十

分な機能を有する ｢切れる刀｣から,専 ら宗教儀

礼具に特化 した ｢切れない刀｣へと変容 した可能

性が高い｡今回の分析から見て,1667年に降下 し

た樽前b火山灰を鉄んで,刀の副葬率が急速に低

下 していることは明 らかで,それは寛文 9年
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(1669)の蝦夷蜂起 (シャクシャインの戦い) と

時期的に符合する｡ 後述するように,アイヌの葬

制に関する聞き取 り調査では,男性の墓に太刀を

副葬するとの報告がなされていることからみて,

刀の副葬率の低下は,単なる葬法上の変化,要す

るに刀を副葬 しなくなったことに起因するとはお

もわれない｡ むしろ刀は,刀身を失 ったにせよ副

葬され続けたと理解するべきであろう｡ むしろ問

題は刀身の喪失にあり,それはシャクシャインの

戦いを契機として,松前氏がアイヌから日本刀の

ような武器となりうる刀をとりあげ,さらには武

器に転用可能な蝦夷刀やその原料となる鉄製品の

移出制限を強化 したためと考えることはできない

だろうか｡松前氏による ｢刀狩り｣があった可能

性については,古 くは河野常吉氏が ｢松前氏の権

力確定 し蝦夷を支配するに及びては,利器をアイ

ヌに所持せ しむるの甚だ不得策なるを以て,刃金

の入りたる刃物は一切之を渡すことを禁 じたり｣

(河野1974)と説いている｡ 近年では,アイヌの

｢ッグナイ｣に用いられる宝物の筆頭に挙げられ

るものが刀剣類であり,寛政元年 (1789)のアイ

ヌによる和人襲撃事件,いわゆるクナシリ･メナ

シの戦いの際にも,アッケンのアイヌから松前藩

兵に ｢ツグナイ｣ として ｢たんねつふ (太刀)-

振｣が差 し出されたという岩崎奈緒子氏のアイヌ

の ｢宝｣ とその社会的機能に関する論考 (岩崎

1998)を引用 し,佐々木利和氏も ｢刀狩 り｣の存

在を支持する発言を行っている (佐々木前掲)｡

今回行 った副葬品の分析か らは,｢刀狩 り｣の存

在を強 く支持する結果が得 られたが,その時期は

松前氏が徳川政権から一般和人とアイヌとの直接

交易禁止権を付与され,唯一の無高大名として立

藩が許された近世初頭ではなく,商場知行制下発

生 したアイヌと和人との最大の紛争,シャクシャ

インの戦い後の17世紀後葉から18世紀前葉の可能

性が高いことが明らかとなった｡｢刀狩 り｣ は,

｢刀剣を主 とする宝物のやりとりによって約束 ･

謝罪 ･弁償するという,アイヌ社会におけるアシ

ンペの慣行｣(菊池1991)に基づ く忠誠 ･服属儀

礼として行われた可能性が高 く,松前藩のアイヌ

支配が,アイヌ社会に関する十分な知識の上に行

われたことはいうまでもない｡

【煙管】

煙管の副葬率は,17世紀後妻～19世紀後妻にか

けて4割前後の比較的高い比率を示す｡ これは,

東北地方における同時期の煙管の副葬率 (関根

2000)にはぼ匹敵する数値である｡近代にはいり,

煙管の副葬率が激減するのは,紙巻き煙草の普及

により煙管の使用頻度が減ったためである｡ アイ

ヌの喫煙具としては,金属製の煙管以外にも,本

州にはみられない木製一本造の煙管 (ニキセリ)

や石製煙管 (スマキセリ)が知 られている (萱野

前掲,宇田川1991,東京国立博物館1992)｡宇田

川洋氏によれば,石製の煙管は道東 ･道北から南

サ- リン,さらには北クリルやアムール川流域で

も発見されているが,今回北海道のアイヌ墓の副

葬品にはみられなかった｡また,北海道をはじめ

北方地域の民族資料に散見される木製の煙管は,

土中で腐って しまったためか,副葬品の中には確

認できない｡木製の煙管の存在を考慮すれば,煙

管の副葬率からは,17世紀後葉以降のアイヌの喫

煙率は,本州における和人のそれを上回っていた

ことになる｡

アイヌの喫煙については,古 くは馬場僑氏が樺

太や千島から出土 した煙管を紹介するとともに,

基礎的研究を行った (馬場1942)｡

1643年に蝦夷地 ･千島 ･樺太を探検 したオラン

ダ東インド会社のフリース船隊航海記録 (北構

1983)に登場するアイヌの多 くは,喫煙の習俗を

有 している (註5)｡実際,出土 した金属製煙管の実

年代を検討 した森秀之氏が指摘するとおり,北海

道内には17世紀前半に遡る確実な事例が存在する

上 (森1993),フリース船隊航海記録によれば,

17世紀中葉にはアイヌのあいだで喫煙がかなり普

及 していたことになる｡ さらに前に指摘 したとお

り,17世紀後葉以降,アイヌの喫煙率はおそらく

本州における和人のそれを上回っていた可能性が

高い｡ところで,アイヌにとって喫煙に必要な煙

草 も金属製の煙管 も基本的には移入品であった｡

煙管については,天明 6年 (1786)の ｢カラフト

交易直段付帳｣(松前町史編纂室1979)が示すと

はいるが,基本的には煙草同様,本州からの交易

品といえる｡ 本州産の煙草は,自主会所における

サンタン交易において,酒あるいは米や椛といっ

た酒造りの原材料とともに重要な交易品となって

いる｡アイヌの喫煙が極めて儀礼的色彩の強いも

のであることは広 く知 られているが,それが儀礼
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であろうと単なる晴好であろうと,喫煙には強い

習慣性が伴う｡アイヌの高い喫煙率は,アイヌに

煙草の味を覚えさせ,喫煙具や煙草と引き替えに,

毛皮や海産物を安 く買いたたこうとする和人側の

巧妙な戦略によって生み出されたのではなかろう

か｡

【鉄鍋】

鉄鍋は,汁や粥などを主体とする伝統的なアイ

ヌの食生活には不可欠の道具であり,昔話 (ウウェ

ペケレ)のなかにも頻繁に登場する｡

鉄鍋は,人骨から確認される限り,女性の墓に

のみ副葬されており,その点は後述する民族誌と

も一致する｡ 被葬者の年齢は若年から老年まで幅

広い｡アイヌ墓への鉄鍋の副葬は15世紀にまで遡

る可能性が高 く,ほとんどの鉄鍋はきちんと伏せ

られた状態で発見されている (関根2003a)｡北日

本の鉄鍋は,越田賢一郎氏により詳細に検討され

ており (越田1984,96,98),北海道から出土する

ものの大部分は本州からの移入品と考えられてい

る｡実際,文久 2年 (1862)の ｢与市御場所講書

上｣(林家文書)には,余市のアイヌに売 り渡す

品々の中に,1升炊 き (560文) か ら7升炊 き

(3貫文)まで,大小さまざまな鉄鍋が挙げられ

ている (余市町史編纂室1985)｡

②民族誌との比較

アイヌの葬制に関 して触れた民族誌は多いが,

副葬品の種類が男女別に書き上げられ,発掘調査

データとの比較が可能な報告は少ない｡管見に触

れたものでは,1934年北海道帝国大学医学部解剖

学教室による八雲町ユウラップアイヌに対する聞

き取 り調査 (伊藤1936)や,1952年から54年に久

保寺逸彦氏が行った沙流川流域のアイブの葬制に

関する聞き取 り調査 (久保寺1956),1970年から

73年に北海道開拓記念館が樺太からの引き揚げ者

を対象に聞き取りを行ったアイヌ民族の信仰に関

表 4 民族調査からみたアイヌの副葬品

する研究 (北海道開拓記念館1973)などが副葬品

について比較的まとまっていた (表 2)｡調査時

の話者の年齢などからみて,これらの報告にある

アイヌの葬制は,基本的に19世紀の終わりから20

世紀前半の事柄を中心としていると思われる｡こ

れらの民族調査と前に述べた考古学的調査結果は,

男女とも漆器 ･喫煙具を副葬品とする,あるいは

鉄鍋の副葬は女性の墓に限られる等の点で一致す

る｡一方,民族調査で男性の副葬品とされること

の多い刀子や山刀,反対に女性の副葬品とされる

百師については,考古資料では特定の性との結び

つきは認めがたいといった矛盾点も存在する｡ま

た,前に刀のところで触れたように,聞き取 り調

査では男性墓には太刀を副葬するとされるが,莱

際近代アイヌの墓からは金属製の刀身を持った刀

剣類はほとんど出土せず,鍔のみ本物で刀身と鞘

は木製の ｢太刀｣もしくは鍔だけが少数の墓に副

葬されているに過ぎない｡

民族調査で男性墓に副葬するとされた弓や女性

墓に副葬するとされた機織具については,考古貿

料ではほとんど確認できないが,それは弓や機械

具などの木製品が土中で残りにくいためであろう｡

5.むすび

アイヌの墓の副葬品は,マキリ･鉄鍋のように

日常生活に不可欠のものと,刀 ･漆器 ･煙管のよ

うに儀礼になくてはならないものから構成されて

おり,それらはいわばアイヌの物質文化の中核を

なすものみなすことができる｡材質上はマキリ･

刀 (刀装具) ･煙管 ･鉄鍋といった金属器と漆器

とに大別されるが,そのいずれもが基本的には交

易により和人から入手されたものである(註6)｡ア

イヌの物質文化は,まさにそれを特徴づけている

主たる品々が和人との交易によって得られている

という点に特色がある｡

榎森進氏はシャクシャインの戦いを ｢アイヌに

アイヌ長簾碑董講董場所 ■l.I-. 民纂I蓑の内専

託早 狩れA エA ･.■▼ t手書 lt二Jt 書JrJtI

沙流(男)●●●●● ●■●t●●●●●N刀 弓矢 4Iなど 1952-54年jIt(久保寺逸jF1958)
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対する政治 ･経済的支配｣が強化 される契機 とし

て位置づける (榎森1987)｡本論で ｢刀狩 り｣ と

呼んだ ｢ツブナイ｣を通 しての刀の接収 と,その

素材たる鉄の移出制限は,事実上,松前藩がアイ

ヌに対 して行 った ｢武装解除｣であり ｢経済制裁｣

であったといえよう｡ しか し,そのような ｢刀狩

り｣を経た後 も,アイヌは ｢切れない刀｣を副葬

するなどし,自らのアイデ ンティティに関わる葬

制の維持に努めたと思われる｡ アイヌの墓は,副

葬品の貧弱化などの変化 はあるにせよ,伸展葬な

ど葬制の基本的な要素を保持 し続 け,幕末にいた

るまで決 して和人墓の影響を受 けることはなか っ

たのである｡

本論では煙管の副葬率の検討か ら,アイヌの喫

煙儀礼 は,アイヌを ｢煙草漬 け｣ にした上で,檀

草 ･煙管 と交換 に,海産物や毛皮を安 く買いたた

こうとする和人側の巧みな経済戦略によって生み

出されたとの見方を示 した｡17世紀か ら18世紀 に

かけて生 じたアイヌ墓 における煙管の副葬率の上

昇 は,この時期,和人 による経済的支配が強化 さ

れたことの証明に他ならない｡

アイヌの歴史研究 は,考古学 と民族学,さらに

は和人側 に残 された史料に基づ く文献史学,それ

らの共同作業が実現可能な,別の見方をすれば,

それによって しかな し得ない研究分野 といえる｡

考古学 によりアイヌ文化を研究することの意義

について,民族調査で判明するのは主 として近代

のアイヌ文化であり,近世以前の事 は考古学 に拠

らざるを得ないか らとの説明が しば しばなされて

きた (岡田2000ほか)｡ しか し今回の分析か ら,

近代のアイヌの葬制 に関 してさえ,聞 き取 り調査

だけでは必ず しもその本当の姿に迫れない可能性

が明 らかとなった｡その原因は,話者は本来ある

べき姿 としての ｢理想｣を語 る傾向にあり,その

結果,時間軸が無視 され,どの時代 にも当てはま

らない ｢物語｣が生み出されるためと考え られる｡

聞き取 り調査 と考古学的調査の矛盾点の背景には,

アイヌ民族の歩んだ複雑な歴史があるように思わ

れる｡
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註

(1)千歳市末広遺跡では,樽前a火山灰の下で多数の

伸展葬墓に混 じって3基の屈葬墓が発見されている

(IP62･90･123)｡また,岩内町東山遺跡でも伸展葬

墓2基とともに木棺を伴う屈葬墓が1基発見されてい

る｡今回これらの屈葬墓はアイヌ墓から除外した｡

(2)沙流川流域や余市周辺の墓で鉄鍋の副葬率が低い

のは,鉄鍋を副葬する女性の墓が少ないことが原因で

はない (表 1参照)｡女性墓は比較的多く調査されて

いるにもかかわらず,他の地域に比べ鉄鍋が少ないの

は,地域性と理解されよう｡

(3)末広遺跡では,屈葬のため今回和人墓としたIPl

123からも日本刀が1振出土している｡

(4)刀を宗教儀礼に用いていたアイヌは,｢その刀剣

に付随した鍔一枚でさえこれを病者の枕元に置けば病

魔を退け,又その苦痛を訴える処をこの鍔でなでれば,

その苦痛は立ちどころに去ると云はれた位貴ばれた為

に,この鍔を護身用に婦人の玉師のシトキと云う中心

飾にこれを配し,又死者あるときはその冥福を祈る為

にこの鍔を胸につけて送り,この実物の無さものは木

型に写してまで死出の旅路につけてやる｣(金田一 ･

杉山1943)場合もあったようである｡

(5)十勝,厚岸,パルパーレン島 (歯舞諸島勇留島?),

国後島北東海岸,樺太アニワ湾 ･北知床半島など｡

(6)近年,沙流川流域のイルエカシ遺跡やビバウシ遺

跡で検出された鍛冶関連遺構や,口綾部を意図的に切

断した鉄鍋のような鉄の二次原料の存在から,アイヌ

が和人より交易で入手した鉄素材をもとに鋼を製造す

る技術を有していたことが明らかになっている (深葎

1998)｡アイヌの有した鉄加工技術は,製鉄 ･精錬 ･

鋳造 ･鍛冶といった鉄加工技術シズテムのうち,精錬

と鍛冶という分野に限られ,基本的には和人との交易

なしには成立し得ない性格のものであった｡
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